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【第 221 回国会】令和８年６月３日（水）、第２回の委員会が開かれました。 

 

１ ① 令和６年度一般会計原油価格・物価高騰対策及び賃上げ促進環境整備対応予備費使用総調書及び

各省各庁所管使用調書（承諾を求めるの件） 

② 令和６年度一般会計予備費使用総調書及び各省各庁所管使用調書（承諾を求めるの件） 

・片山財務大臣、高橋総務副大臣、中谷財務副大臣、小林文部科学副大臣、佐々木国土交通副大臣、

越智経済産業大臣政務官、永井国土交通大臣政務官、茶谷公正取引委員会委員長及び政府参考人に

対し質疑を行い、質疑を終局しました。 

・両件について採決を行った結果、賛成多数をもって承諾を与えるべきものと決しました。 

（賛成－自民、中道、維新、国民、参政、みらい 反対－山本ジョージ君（無）） 

（質疑者）菊田真紀子君（中道）、野田佳彦君（中道）、河井昭成君（国民）、飯泉嘉門君（国民）、な

かやめぐ君（参政）、小林修平君（みらい）、山本ジョージ君（無） 

 

（質疑者及び主な質疑事項） 

 

菊田真紀子君（中道） 

 

（１） 予備費が大きな割合を占める令和８年度補正予算等において、補正予算に計上すべきものと予備費

に計上すべきものの精査に関する政府の考え方 

（２） ナフサの供給不足への対応 

ア 供給の目詰まりの実態に対する政府の現状認識及び目詰まりが解消されたとする具体的な事例 

イ 中小零細企業に対する支援策の検討内容及び実施時期の見通し 

（３） 令和６年能登半島地震からの復旧・復興 

ア 排水管等の維持管理費の補助や液状化被害の認定基準の緩和等、より実効性のある市街地液状化

対策に向けた国土交通省の取組姿勢 

イ 被災者の生活再建の実情を踏まえた追加的な財政支援に対する財務大臣の見解 

 

野田佳彦君（中道） 

 

（１） 令和６年度一般会計原油価格・物価高騰対策及び賃上げ促進環境整備対応予備費 

   ア 軽油販売業者による価格カルテル事件について、公正取引委員会が石油販売業者５社を独占禁止

法違反で刑事告発(令和８年４月 17 日)した背景及び本件に対する公正取引委員会の見解 

   イ 燃料費価格の高止まりに対し政府が予備費を使用して巨額な補助金を投入する中、上記アの不正

な価格調整が行われたことに対する経済産業省の見解 

   ウ 令和８年度補正予算案において予備費が大半を占める状況を踏まえ、補正予算編成時における特

定目的予備費の計上の常態化や予備費の濫用に対する懸念についての財務大臣の見解 

（２） 令和６年度一般会計予備費 

   ア 令和６年能登半島地震への対応について、早期に補正予算を編成せず、予備費のみで対応を継続

した理由 

   イ 令和６年衆議院議員選挙の在外選挙における投票率及び在外選挙にインターネット投票を導入す

る必要性 

 

河井昭成君（国民） 

 

 令和６年度一般会計原油価格・物価高騰対策及び賃上げ促進環境整備対応予備費 

ア 令和６年度当初予算編成時における物価見通しと実績との乖離が予備費による対応を要するほど
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予見困難なものであるとしたことに対する内閣府の見解 

イ 実績の消費者物価上昇率と当初予算編成時に想定した許容範囲とについて内閣府の認識 

ウ 燃料油価格激変緩和対策事業を予備費により対応した理由及びその妥当性 

エ 燃料油価格激変緩和対策事業によるガソリン価格抑制効果並びに家計・事業者の負担軽減効果及

び費用対効果 

オ 「賃上げ促進環境整備対応」と銘打った予備費の、計上時点で想定していた賃上げ促進施策及び

直接関連する支出が行われなかった理由 

カ 「賃上げ促進環境整備」へ更に予算を振り向けなかったことに対する政府の評価 

キ 今回の燃料油価格激変緩和対策は当初予算あるいは補正予算で対応可能だったとの指摘に対する

財務大臣の見解 

 

飯泉嘉門君（国民） 

 

（１） 令和６年度一般会計予備費使用項目のうち災害救助費等負担金、訟務費及び矯正収容費について、

当初予算において特例公債による充当部分がある可能性 

（２） 令和８年度当初予算において財政健全化のために行われた取組 

（３） 現在の国債残高を前提として金利が１％上昇した場合に見込まれる国債費の増加額 

（４） 改正特例公債法において今後５年間の改革の姿勢として掲げられた措置の中で現時点で具体化され

たもの及び新たな抜本的な財源確保対策 

（５） 平成 13 年の財政投融資改革の前後における財政投融資の使途の変化 

（６） 特例公債等の発行を抑制しつつ高市総理が掲げる17分野等に係る投資的事業及びこれらを推進して

いる企業等に対する補助金支援について、財政投融資を活用し財政負担の平準化を図る手法について

の財務大臣の所見 

 

なかやめぐ君（参政） 

 

（１） データセンターの施設としての位置付け及び我が国の成長や経済安全保障を支える国家インフラと

しての整備推進の必要性についての経済産業省の認識 

（２） データセンターの建築基準法及び用途地域制度上の位置付け及びその趣旨 

（３） データセンターの景観、騒音、排熱、低周波等の問題を全国的な制度的課題ではないと判断するこ

との妥当性及びその理由 

（４） 地方自治体におけるデータセンターに係る地区計画及び条例等の策定に対する国の支援状況及び支

援強化についての国土交通省の見解 

（５） まちづくりとデータセンターの調和に向けた国としての方向性についての国土交通省の見解 

（６） データセンターの適地誘導と地域の調和についての経済産業省の見解及び今後の取組 

 

小林修平君（みらい） 

 

（１） 決算を速やかに審査し、その反省を次の予算編成に活用する重要性についての財務大臣の認識 

（２） 科学技術、宇宙、スタートアップ、教育、子育て等の予見可能な未来への投資は当初予算で、かつ

複数年度予算で見通しを持って支援する必要性についての財務大臣の見解 

（３） 未来への投資の重要性についての文部科学省の見解及びそれを踏まえた財務大臣の決意 

 

山本ジョージ君（無所属） 

 

施政方針演説における「毎年補正予算が組まれていることを前提とした予算編成とは決別する」との高



本ニュースは、審査概要として事務局において作成しているものです。詳細な内容については、会議録を御参照ください。 

3 

市内閣総理大臣の発言に関して、災害対応に関しても極力補正予算を組まずに予備費で対応するか、それ

とも災害対応は補正予算を機動的に作成するのか、に対する財務大臣の見解 
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